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１．はじめに 

 

個人の日常生活における活動スケジューリングに

おいては、その個人の裁量のみによって意思決定さ

れる活動と、家族、友人、職場の上司など他者との

コミュニケーションによって意思決定される活動と

が存在するものと考えられる。また、インターネッ

トや携帯電話の普及した現在（平成 15 年 12 月末時

点のインターネット利用者数は推計 7,730 万人 1）、

平成 16 年 12 月末時点の携帯電話および PHS 契約数

は 9,020 万件 1））、電子メールや携帯電話を用いた他

者とのコミュニケーションが、活動スケジューリン

グの意思決定に関与する場面は非常に多くなってい

るものと考えられる。本稿では、グループの視点か

らみた交通行動分析に関連して、個人の日常生活に

おける活動スケジュールの意思決定と他者とのコミ

ュニケーションの関係について 2 種類の調査で得ら

れたデータの分析を通して考察を行う。 

 

２．IT 時代の活動スケジューリングに関する研究 

 

近年、交通行動分析の研究分野において注目され

ているテーマの一つが、活動スケジューリングに関

する研究である。すなわち、従来のトラベルダイア

リー調査やアクティビティダイアリー調査などで収

集されてきた顕在化した活動パターンに関する情報

のみならず、その活動パターンの形成における個人

の複雑な意思決定プロセスの理解とモデル化に焦点

を当てた研究である。例えば、CHASE2)や React!3)

と呼ばれる調査用ソフトウェアは、空白のカレンダ

ーに活動予定を適宜記録し、最終的に実行したアク

ティビティダイアリーを完成させるというプロセス

で、スケジューリングにおける活動の追加・削除や

活動場所・時刻の変更などの意思決定が、いつ行わ

れたかという情報の収集を主要な目的として開発さ

れている。得られたデータから、活動内容や活動時

間別の意思決定時点の分析など、動的なスケジュー

リングプロセスの実態を明らかにしている 4)-6)。そ

の他、インターネットや PDA を用いた同様の調査シ

ステムの開発と適用に関する研究も、近年盛んに行

われている 7)-9)。また、一般的に、アクティビティ

ダイアリー調査では、いつ、どこで、誰と、何をし

たか、そして移動時の交通手段といった情報を収集

するが、それらに追加して活動の時間・空間的な自

由度に関する情報を詳細に収集する試みや、さらに

興味深い研究として、各活動について「誰のために」

行ったのかという情報を収集し分析を行った例も見

られる 10)。そのような情報は、一日の中での動的な

活動スケジューリングのモデル化のために必要とな

るデータである 11)-12)。一方、近年は、携帯電話など

のモバイル通信手段の利用によって、活動の追加・

削除や活動場所・時刻の変更などの意思決定が行わ

れる場面も多いことから、通信利用がどのように日

常の活動スケジューリングに影響を与えているかに

着目した研究や 13)-15)、特に携帯電話の待ち合わせ行

動における役割に着目した研究も行われている 16)。 

本研究では、以下の二つの視点からの分析を行う。 

・ 全ての通信利用を把握し、どのような通信がど

のように活動の意思決定に影響を与えている

か？ 

・ 全ての活動の意思決定理由を把握し、どのよう

な活動がどのようなコミュニケーションにより

影響を受けているか？ 
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３．調査概要 

 

分析には、2000 年～2004 年の間に東京大学の大学

院修士課程の学生から得られた一週間のアクティビ

ティダイアリーデータを利用する。ダイアリー調査

には、時間軸に沿って全ての活動内容を自由に記入

する自由記入タイプの調査票 17)を用いた。移動につ

いては、別途記録欄を設けており、学内の移動を含

めて記録を求めた。また、調査期間終了後に被験者

本人が調査期間中の活動場所を GIS 上へ記録した。

表１に調査概要を示す。 

2000 年～2002 年には、計 34 人からアクティビテ

ィダイアリーと通信ダイアリーを収集した（調査 1）。

通信手段については、基本的に、固定電話、携帯電

話、パソコンメール、携帯メールを対象とし、ある

通信によって、その後の活動の追加・削除や場所・

時刻の決定・変更が行われた場合に、その内容の記

録を求めた。 

 

表１ 調査概要 

調査日と 
被験者数 

・2000 年 4 月、6 名 
・2001 年 4 月、17 名 
・2002 年 4 月、11 名 

調

査

１ 
調査項目 

・当日の朝の時点の活動スケジュール

・アクティビティダイアリー 
・活動内容、活動場所、開始・終了

時刻、同行者、交通手段 
・通信ダイアリー 
・通信手段、発・受信、時刻、相手、

内容 
・活動に与えた影響 

調査日と 
被験者数 

・2003 年 4 月、12 名 
・2004 年 4 月、17 名 

調

査

２ 調査項目 

・当日の朝の時点の活動スケジュール

・アクティビティダイアリー 
・活動内容、活動場所、開始・終了

時刻、同行者、交通手段 
・各活動の意思決定理由 
① 自分の意思だけで決定した 
② 他人から強制された 
③ 他人とのメールで決まった 
④ 他人との電話で決まった 
⑤ 他人との直接会話で決まった 
⑥ その他の理由で決まった 

 

2003 年～2004 年には、計 29 人からアクティビテ

ィダイアリーを収集した（調査 2）。各活動の属性と

して、その活動の内容（活動の実行、開始時刻、活

動時間、場所の全ての要素を含む）についての意思

決定がどのように行われたかを、表 1 に示した 6 カ

テゴリーから選択し、ダイアリー調査票に記入して

もらった。また、2004 年調査時には、調査期間一週

間のうち 3 日間は、GPS 携帯電話上で作動するソフ

トウェア 18)を使用してダイアリーデータを収集し

た。 

 

４．活動スケジュールの意思決定の分析 

 

（１）通信に着目した活動スケジュールの意思決定 

 ここでは、調査１のデータを用いた分析を行う。

図 1 に調査年度別の通信手段別利用頻度の平均値を

示す。2000 年には、i モードなどのインターネット

接続サービス機能を有する携帯電話を利用していた

被験者はいなかったが、2001 年からは携帯メールの

利用割合が全通信の半数を占めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 調査年別通信手段 

  

図 2 は、全サンプル合計の通信利用時の活動内容

（自宅内活動、自宅外活動、移動）を示す。固定電

話利用とパソコンメール利用の約 80%は、自宅で行

われた。また、全通信利用の 16%、携帯電話および

携帯メール利用の 30%弱は、移動中に行われたこと

がわかる。さらに、携帯電話利用の約 30%、携帯メ

ール利用の約 50%は、自宅で行われたこともわかる。 
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図２ 通信利用時の活動 

通信利用が、その後の活動スケジュールの意思決

定（活動の追加・削除、場所・時刻の決定・変更）

に関係したものは、各年度別サンプルの全通信利用

の約 10%であった。また、それらの通信が、いつ実

行する活動の意思決定に関係したかを示したのが図

3 ある。全サンプルを合計すると、パソコンメール、

携帯メール、固定電話、携帯電話の順に、通信をし

たその日の活動に関係した割合が増加し、通信をし

た次の日以降の活動に関係した割合が減少している。

電話を用いた音声によるコミュニケーションは比較

的短期の活動に関する意思決定に、メールを用いた

文章によるコミュニケーションは比較的長期の活動

に関する意思決定に関係しており、通信手段の役割

分担が行われていることがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 通信によってスケジュールされた活動 

 

（２）活動に着目した活動スケジュールの意思決定 

 ここでは、調査 2 のデータを用いた分析を行う。 

表 2 は、全サンプルの全活動の意思決定理由を自宅

内活動、自宅外活動、移動別に分類したものである。 

自宅内活動については、活動数の 97%、活動時間

の 98%が、自分の意思のみで決定された活動である。

これらの活動内容は、睡眠、食事、身の回りの用事

などの必需活動や、テレビ、休息などの自由活動な

どが大半である。 

一方、外出活動については、自分の意思のみで決 

定された活動は、活動数の 47%、活動時間の 42%で

あり、活動内容は、大学での研究や、日用品などの

買い物などが大半を占める。外出活動の中で電話や

メールで意思決定が行われた活動は、活動数で 5%

であった。これらの活動内容は、食事、飲み会など

であり、比較的自宅や大学から離れた場所で、一日

の中でも遅い時間帯に行われる、主に友人と共に行

う自由目的の活動が多い。外出活動数の 22%を占め

る、直接会話により意思決定が行われた活動は、大

学キャンパス内および大学近辺での友人との食事や、

複数人で行う自由目的外出活動に連続した活動など

が多かった。 

移動については、移動数の 68%が自分の意思のみ

で決定されており、また相対的に長時間の通学・帰

宅トリップが該当することから移動時間では 73%を

占めている。電話、メール、直接会話により意思決

定が行われた移動は、移動数の 28%、移動時間の 20%

であり、外出活動に伴う移動で、特に直接会話によ

い意思決定が行われた移動は相対的に短時間のもの

が多かった。 

調査 2 のデータについては、今後引き続き分析を

加えて考察を行う予定である。 

表２ 活動の意思決定理由 

 
自分

の 
意思

他人

から

強制

ﾒｰﾙ 電話 直接

会話

その

他 

1381 11  5  11  23 0 自宅内 
活動数 97% 1% 0% 1% 2% 0%

500 263  37  23  232 7 自宅外 
活動数 47% 25% 3% 2% 22% 1%

767 68  20  21  250 0 
移動数 

68% 6% 2% 2% 22% 0%
742 4  2  3  8 0 自宅内 

活動時間 98% 1% 0% 0% 1% 0%
212 156  24  13  98 4 自宅外 

活動時間 42% 31% 5% 3% 19% 1%
114 11  3  3  26 0 

移動時間
73% 7% 2% 2% 16% 0%

＊ 活動数および移動数は 29 人の一週間の合計、活動時間

および移動時間は 1 人 1 日平均で単位は分である。 
＊ 割合は各行の合計が 100%である。 
＊ 複数の意思決定理由に該当した活動は、理由数で除して

1 活動と数えている。 
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５．まとめ 

 

本稿では、個人の活動スケジュールの意思決定と

他者とのコミュニケーションの関係に着目し、大学

院生を対象に 2 種類の調査で得られたデータの分析

を行った。通信ダイアリー調査により、通信利用実

態を把握し、また通信利用の約 10%が直接的に活動

スケジュールの意思決定に関係しており、対象とな

る活動の実行時点に応じて電話とメールの通信手段

の役割分担が行われていることがわかった。アクテ

ィビティダイアリー調査において活動の意思決定理

由に関する情報を収集することにより、ほぼ全ての

在宅活動は自分の意思のみにより決定されているが、

外出活動および移動の 30%弱は、電話やメールの通

信および直接会話といった他人とのコミュニケーシ

ョンにより意思決定が行われていることがわかった。 

今後は、グループの視点からみた交通行動分析に

対する知見を深められるように、活動内容、活動場

所、活動時刻、同伴者に着目した分析を進める予定

である。また、大学院生以外の属性の個人から同様

のデータを収集することや、サンプル数増加のため

にも、より被験者の負荷の小さな調査票の設計を検

討する余地があるものと考える。逆に、活動の意思

決定理由については、デプスインタビュー等を併用

することで、より詳細に理由を把握する方向性も検

討したい。 
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